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は
じ
め
に

九
州
大
学
に
は
、
次
の
よ
う
な
郭
沫
若
と
所
縁

ゆ
か
り

あ
る
文
物
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る

(

１)

。

①

墨
跡
・
扁
額

｢

実
事
求
是｣
(
九
州
大
学
総
長
室
蔵

(

２))

②

墨
跡
・
扁
額

｢

図
書
館｣
(
九
州
大
学
附
属
図
書
館
医
学
分
館
蔵)

③

墨
跡
・
扁
額

｢

福
地
万
間
広

(

五
言
絶
句)｣

(

九
州
大
学
附
属
図
書
館
医
学
分
館
蔵)

④

墨
跡
・
色
紙

｢

雖
不
見
青
松

白
砂
心
未
改｣

(

九
州
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
蔵

(

３))

⑤

図
書

(

十
冊
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
中
央
図
書
館
蔵

(

４))

⑥

一
九
五
五
年
訪
日
の
ビ
デ
オ

｢

開
け
ゆ
く
道

中
国
科
学
代
表
団
訪
日
記
録

(

５)｣

⑦

墨
跡
・
詩
軸

｢

盈
盈
灘
水
碧
羅�(
七
言
律
詩)｣

(
九
州
大
学
附
属
図
書
館
医
学
分
館
蔵

(

６))

⑧

郭
沫
若
先
生
顕
彰
碑

(

九
州
大
学
附
属
図
書
館
医
学
分
館
前

(

７))

以
上
の
う
ち
、
詩
軸

｢

盈
盈
灘
水
碧
羅�｣

(

以
下
、｢

詩
軸｣

と
略
称)
は
、
森
本
憲
治
の
エ
ッ
セ
ー
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
が
知
ら

れ
る
も
の
の
、
最
近
ま
で
九
州
大
学
の
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
郭
沫
若
研
究
者
に
も
ほ
ぼ
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
。
本
稿
は
、
九
州
大
学

所
蔵
の
郭
沫
若
関
連
文
物
の
う
ち
、
こ
の
詩
軸
に
焦
点
を
当
て
、
関
連
す
る
人
物
、
描
か
れ
た
情
景
の
分
析
及
び
解
釈
を
試
み
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
郭
沫
若
研
究
に
お
け
る
当
該
詩
軸
の
価
値
に
関
し
て
も
言
及
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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�一

詩
軸
の
概
要

詩
軸
の
全
文
は
次
の
通
り
で
あ
る

(

本
稿
末
尾
の

[

図
版]

を
参
照)

。

盈
々
灘
水
碧
羅�
萬
轉
千
廻
盡
異
觀
岸
上�
螺

雕
不
就
崖
頭
白
馬
畫
應
難
停
舟
飽
食
江
魚
美

(

８)

試
彈

驚
飛
澤
鳥
寒
對
酒
當
歌
慷
以
慨
一
篝
漁
火
夜
方
闌

古
川
直
學
兄

嘱
書

戊
子
初
夏

郭
沫
若

(

落
款：

郭
／
沫
若)

末
尾
の
為
書
か
ら
、
郭
沫
若
が
古
川
直
に
依
頼
さ
れ
て
揮
毫
し
た
こ
と
、
揮
毫
し
た
の
が
一
九
四
八
年
初
夏
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

で
は
、
こ
の
七
言
律
詩
は
郭
沫
若
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
か
、
ま
た
こ
の
詩
軸
が
初
出
の
作
品
な
の
か

(

古
川
直
の
た
め
に
作
っ
た

詩
な
の
か)

。
結
論
か
ら
述
べ
れ
ば
、
詩
軸
に
書
か
れ
た
こ
の
七
言
律
詩
は
郭
沫
若
の
作
品
で
は
あ
る
が
、
初
出
で
は
な
い
。『

郭
沫
若

著
訳
及
研
究
資
料』

第
一
冊

(

９)

に
は
、
も
と
は

｢
舟
游
陽
朔
二
首｣

其
二
と
い
う
詩
題
で
あ
り
、｢

一
九
三
八
年
十
二
月
作
於
桂
林
。
載

《

光
明
日
報》

一
九
六
三
年
十
二
月
二
十
四
日
。
見：

《

潮
汐
集》

五
九
年
作
家

(

作
家
出
版
社
―
筆
者
注)

版
四
五
五
頁
。《�
漓
行》

六
五
年
広
西

(

広
西
僮
族
自
治
区
人
民
出
版
社
―
筆
者
注)

版
九
頁
。｣

と
あ
る
。
な
お
、『

郭
沫
若
全
集』

文
学
編
第
二
巻

(�)

に
も
収

録
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
郭
沫
若
は
か
つ
て
作
っ
た
詩
に
若
干
の
手
を
加
え
て
古
川
直
に
贈
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二

詩
軸
を
め
ぐ
る
三
人
の
人
物

郭
沫
若
・
古
川
直
・
森
本
憲
治

前
述
の
よ
う
に
、
詩
軸
は
郭
沫
若
が
古
川
直
と
い
う
一
個
人
に
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
は
九
州
大
学
附
属
図
書
館
医
学
分
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
個
人
に
贈
っ
た
詩
軸
が
如
何
し
て
九
州
大
学
の
貴
重
文
物
と
な
っ
た
の
か
。
そ
の
経
緯
を
知
る
た
め
に
、
詩
軸

を
め
ぐ
る
人
物
関
係

(

郭
沫
若
・
古
川
直
・
森
本
憲
治)

を
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

九
州
大
学
所
蔵
の
郭
沫
若

｢

盈
盈
灘
水
碧
羅�｣
詩
軸
に
つ
い
て
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(

一)

郭
沫
若
と
古
川
直

古
川
直
に
関
し
て
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
前
述
の
森
本
憲
治
の
エ
ッ
セ
ー
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

級
友
古
川
直
君
は
、
原
籍
熊
本
・
生
国
姫
路
の
神
戸
育
ち
。
昭
和
一
〇
年
九
州
帝
国
大
学
医
学
部
卒
業
、
産
婦
人
科
教
室
に
入
局
。

昭
和
一
四
年
上
海
篠
崎
医
院
に
赴
任
、
次
い
で
福
民
医
院
・
上
海
で
開
業
・
応
召
・
終
戦
・
現
地
残
留
・
知
り
合
い
の
中
国
人
医

師
の
病
院
に

｢

留
用｣

。
昭
和
二
七
年
東
京
に
引
き
揚
げ
て
来
た
が
、
戦
後
の
日
本
の
風
潮
を
嘆
じ
て

｢

こ
れ
は
わ
が
住
む
べ
き

地
に
あ
ら
ず｣
と
、
昭
和
二
八
年
単
身
貨
物
船
に
投
じ
て
、
希マ

マ

望
峰
を
廻
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
航
、
後
家
族
を
呼
び
寄
せ
、
現
在

の
首
都
ブ
ラ
ジ
リ
ヤ
か
ら
三
〇
〇
キ
ロ
位
の
奥
地
ゴ
ヤ
ス
州
で
、
衛
生
局
長
の
特
別
許
可
を
得
て
無
医
村

(

で
は
な
く
一
応
は
町)

に
開
業
満
二
〇
年
、
そ
の
後
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
移
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
私
立
病
院
に
勤
務
、
一
九
八
三
年
退
職
、
ブ
ラ
ジ
リ
ヤ
に
隠

退
、
現
在
に
至
る
と
い
う
波
乱
万
丈
、
数
奇
な
運
命
の
持
主
で
あ
る

(�)

。

ま
た
、
古
川
直
と
森
本
憲
治
の
間
で
遣
り
取
り
さ
れ
た
書
簡
に
は
、

某
日
、
内
山
氏

[

内
山
完
造
―
筆
者
注]

か
ら
郭
さ
ん
を
紹
介
さ
れ
六
高

(

大
正
七
年
卒)

・
九
大

(

大
正
十
二
年
卒)

の
先
輩

で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
か
ら
交
際
が
始
ま
り
い
ろ
い
ろ
御
厄
介
に
な
り
ま
し
た
。
…
…
終
戦
の
翌
年
頃

(

？)

、
奥
さ
ん
の

事
で
少
々
お
世
話
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

(�)
。

と
あ
る
。
更
に
別
の
書
簡
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

そ
れ
か
ら
約
三
年
位
た
っ
て
か
ら

[

一
九
五
二
年
の
こ
と
―
筆
者
注]

、
小
生

[

古
川
直
―
筆
者
注]

は
共
産
党
が
つ
く
づ
く
い

や
に
な
り
帰
国
す
べ
く
、
そ
の
筋
に
出
国
ヴ
ィ
ザ
ー
を
申
請
し
ま
し
た
が
、
仲
々

マ

マ

ラ
チ
が
あ
か
な
い
の
で
、｢

偉
い｣

郭
さ
ん
に

｢

よ
ろ
し
く
頼
み
ま
す｣

と
手
紙
を
出
し
ま
し
た
ら
、
旬
日
を
経
ず
北
京
か
ら
変
な
印
刷
物

(

帯
封
つ
き)

が
来
ま
し
た
。
よ
く

見
る
と
裏
に
は
差
出
人
の
名
前
は
な
く
、
表
の
宛
名
は
古
川
直
先
生
と
な
っ
て
お
り
、
明
ら
か
に
郭
さ
ん
の
自
筆
で
す
。
ハ
ハ
ー

ン
と
思
い
ま
し
た
ね
。
Ｏ.

Ｋ.

の
無
言
の
御
通
知
で
し
た
。
果
し
て
数
日
後
、
上
海
市
政
府
外
僑
連
絡
事
務
局
か
ら
出
頭
令
書

が
来
ま
し
た
。
そ
し
て
出
国
査
証
を
く
れ
ま
し
た
。
郭
さ
ん
に
は
下
手
な
礼
状
を
出
す
と
御
迷
惑
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
、
礼
状

は
出
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
又
、
あ
の
世
界

●

●

で
は
偉
く
な
る
ほ
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
気
を
使
う
事
が
あ
る
ら
し
い
で
す
ね

(�)

。

一
連
の
記
述
か
ら
、
当
時
上
海

(

具
体
的
に
は
日
本
租
界)

で
郭
沫
若
と
古
川
直
の
間
に
一
定
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
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郭
沫
若
は
留
学

(

一
九
一
四
〜
一
九
二
三)

や
亡
命

(

一
九
二
八
〜
一
九
三
七)

に
よ
り
、
通
算
二
十
年
あ
ま
り
の
日
本
滞
在
経
験
を

有
し
て
い
る
。
故
に
、
日
本
人
と
の
交
友
も
広
い
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
と
日
本
人
と
の
交
友
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
研
究
が

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
進
展
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る

(�)

。

(

二)

古
川
直
と
森
本
憲
治

古
川
直
と
森
本
憲
治

(�)
の
二
人
は
、
九
州
帝
国
大
学
医
学
部
の
同
級
生
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
居
住
し
て
い
た
古
川
直
が
森
本
憲
治
を
通
じ

て
詩
軸
を
九
州
大
学
附
属
図
書
館
医
学
分
館
に
寄
贈
し
た

(

一
九
九
二
年
十
月
九
日)

。
寄
贈
の
理
由
と
し
て
、
森
本
憲
治
宛
の
書
簡

に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

別
に
家
宝
と
い
う
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
れ
小
生
亡
き
あ
と
は
、
家
族
の
者
共
は
そ
の
取
り
扱
い
に
困
る
で
し
ょ
う
。
孫

は
混
血
で
す
し
ね
。
そ
れ
で
い
い
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
れ
ば
日
本
に
送
っ
て
、
ど
こ
か
の
適
当
な
資
料
館
へ
で
も
寄
附
し
て
、
保
管

と
展
示
で
も
し
て
頂
け
た
ら
と
、
か
ね
が
ね
考
え
て
お
り
ま
し
た

(�)
。

し
か
し
、
地
球
の
裏
側
の
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
郭
沫
若
の
詩
軸
を
運
ん
で
来
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
仲
介
役
を
託
さ
れ
た

の
は
当
時
、
在
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
国
大
使
館
の
医
務
官
の
職
に
あ
っ
た
宮
本
昭
で
あ
っ
た
。

三

詩
軸
に
描
か
れ
た
情
景

｢
舟
游
陽
朔
二
首｣

其
二
試
釈

そ
も
そ
も
詩
軸
の
も
と
に
な
っ
た

｢

舟
游
陽
朔
二
首｣

其
二
は
、
一
九
三
八
年
十
二
月
十
七
日
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
、

国
民
党
軍
事
委
員
会
政
治
部
第
三
庁
庁
長
の
職
に
あ
り
、
抗
日
宣
伝
活
動
の
責
任
を
担
っ
て
い
た
郭
沫
若
は
、
戦
禍
を
逃
れ
て
桂
林
の

地
に
身
を
寄
せ
て
い
た
。
同
年
十
二
月
十
七
日
は
広
西
大
学

(

白
鵬
飛
校
長)

で

｢

戦
時
教
育｣

と
い
う
テ
ー
マ
の
講
演
を
行
っ
て
い

る
。
講
演
後
、
于
立
群
、
杜
国
庠

(

守
素)

、
何
公
敢
、
白
鵬
飛
、
沈
蘭
冰
と
と
も
に
陽
朔
に
向
か
っ
た

(�)
。
今
日
で
も

｢

桂
林
山
水
甲

天
下
、
陽
朔
山
水
甲
桂
林｣

と
称
さ
れ
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
、
桂
林
か
ら
陽
朔
に
向
か
う
途
中
に
は
中
国
国
内
有
数
の

秀
麗
な
景
観
が
広
が
っ
て
い
る
。
一
行
の
移
動
手
段
は
舟
で
あ
り
、
彼
ら
は
舟
中
で
夜
を
明
か
し
、
こ
の
絶
景
を
満
喫
し
た
。
一
連
の

九
州
大
学
所
蔵
の
郭
沫
若

｢

盈
盈
灘
水
碧
羅�｣
詩
軸
に
つ
い
て
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行
程
は
郭
沫
若
の
自
伝

｢

洪
波
曲

(�)｣

に
詳
細
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
以
下
、｢

舟
游
陽
朔
二
首｣

其
二
の
各
句
と

｢

洪
波
曲｣

の
該
当

箇
所
を
対
比
さ
せ
る
。
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停
舟
飽
食
江
魚
美

試
弾
驚
飛
澤
鳥
寒

(

魚
釣
り
や
戯
れ
に
よ
る
狩
猟
の
描
写)

岸
上
青
螺
雕
不
就

崖
頭
白
馬

(�)
画
応
難

(

漓
江
の
断
崖
と
岩
石
に
当
た
っ
て
起
こ

る
水み
ず

飛
沫
し
ぶ
き

の
描
写)

盈
盈
灘
水
碧
羅�
万
転
千
廻
尽
異
観

(

漓
江
及
び
そ
こ
に
広
が
る
風
景
の
描
写)

｢
舟
游
陽
朔
二
首｣

其
二

・
時
有
水
鳥
成
群
而
游
。(

時
折
、
水
鳥
が
群
れ
を
な
し
て
泳
ぎ
回
っ
て
い
る
。)

・
我
在
武
漢
時
曾
経
買
過
一
只
手
槍�
備
而
未
用�
這
次
是
随
身
帯
着
的
。
中
午
時
分�
経
天

夫
人
在
烹
調
的
時
候�
我
開
玩
笑
地
説�
打
一
只
水
鳥
来
做
菜�
。
抜
出
槍
来��
的
一
声

水
鳥
驚�
了
。
両
岸
突
兀
在
幻
境
中
的
寒
山
也
幾
乎
驚
破
了
。(

私
が
か
つ
て
武
漢
に
い

た
頃
に
買
っ
た
ピ
ス
ト
ル
は
、
所
持
す
る
だ
け
で
使
用
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
今
回
、
そ

れ
を
携
え
て
来
た
。
昼
頃
、
経
天
夫
人

[

沈
蘭
冰]

が
食
事
の
準
備
を
し
て
い
る
時
、
私
は

戯
れ
言
に
水
鳥
を
一
羽
射
止
め
て
料
理
し
よ
う
と
提
案
し
た
。
ピ
ス
ト
ル
を
取
り
出
し
て
、

バ
ン
と
撃
っ
た

水
鳥
は
驚
い
て
逃
げ
て
し
ま
っ
た
。
銃
声
は
両
岸
に
聳
え
立
つ
幻
想
世

界
の
寒
山
の
静
寂
し
じ
ま

に
響
き
わ
た
っ
た
。)

・
有
点
微
雨�
更
増
加
了
情
調
。
空
気
是
凄
冷
冷
的�
遠
峰
毎
半
蔵
在
煙
靄
之
中
。(

小
雨
が

情
緒
を
引
き
立
て
る
。
空
気
は
冴
え
き
っ
て
い
て
、
遠
く
に
見
え
る
峰
は
ど
れ
も
霧
や
靄
の

中
に
半
ば
身
を
隠
し
て
い
る
。)

・
在
那
奇
山
異
水
之
中�
飄
泊
了
一
天
一
夜�
即
使
不
是
蘇
東
坡�
也
尽
可
以
写
出
一
篇

《

陽

朔
賦》

了
。(

あ
の
山
水
の
素
晴
ら
し
い
風
景
の
中
を
一
昼
夜
さ
ま
よ
え
ば
、
か
の
名
作

｢

赤
壁
賦｣

を
作
り
上
げ
た
蘇
東
坡
な
ら
ず
と
も

｢

陽
朔
賦｣

が
書
け
る
で
あ
ろ
う
。)

・
漓
水
很
清
潔�
水
流
很
緩�
平
穏
地
在
両
岸
的
山
峰
中
紆
迴
。(

漓
江
の
水
は
清
ら
か
で
、

流
れ
も
緩
や
か
で
あ
る
。
穏
や
か
に
両
岸
の
峰
の
間
を
迂
回
し
て
ゆ
く
。)

｢

洪
波
曲｣
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つ
ま
る
と
こ
ろ
、｢

舟
游
陽
朔
二
首｣

其
二
は
郭
沫
若
が
于
立
群
、
杜
国
庠
、
何
公
敢
、
白
鵬
飛
、
沈
蘭
冰
と
と
も
に
、
漓
江
下
り
を

し
た
際
の
舟
中
で
の
思
い
出
を
述
べ
た
い
わ
ば
回
想
録
で
あ
る
。
日
中
戦
争
勃
発
後
、
上
海
陥
落

(

一
九
三
七
年
十
一
月)

、
首
都
・

南
京
陥
落

(

同
年
十
二
月)

、
武
漢
作
戦

(

一
九
三
八
年
六
〜
十
月)

等
、
前
線
は
戦
火
の
絶
え
な
い
中
、
一
行
は
実
に
平
和
で
和
や

か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、｢

洪
波
曲｣
は
当
初
、
一
九
四
八
年
七
月
か
ら
同
年
十
一
月
に
か
け
て
香
港

『

華
商
報』

副
刊

｢

茶
亭｣

に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
郭
沫
若
は
そ
の
後
記
で

｢

資
料
很
缺
乏�
当
年
的
日
報
和
雑
誌
一�
也
没

有
在
身
辺
。
従
前
偶
爾
記
過
的
一
些
日
記�
但
都
散
佚
了�
有
的
也
不
在
身
辺
。
因
此�
唯
一
的
資
料
差
不
多
是
全
憑
自
己
的
脳
子
中

所
残
留
的
記
憶
。
就
象�
煤
的
一
様�
毎
天
従
自
己
的
脳
子
里
尽
量
的�
。
然
而
存
煤
実
在
有
限��
出
来
的
又
多
只
是
些
砕
屑�
没

有
斤
両

(�)

。(

資
料
が
不
足
し
て
い
て
、
当
時
の
新
聞
や
雑
誌
も
全
く
手
元
に
は
な
い
。
つ
れ
づ
れ
に
付
け
て
い
た
日
記
も
散
逸
し
て
し

九
州
大
学
所
蔵
の
郭
沫
若

｢

盈
盈
灘
水
碧
羅�｣
詩
軸
に
つ
い
て

127

対
酒
当
歌
慷
以
慨

(�)
一
篝
漁
火

(�)
夜
方
闌

(

酣
た
け
な
わと
な
っ
た
宴
会
の
描
写)

・
殷
勤
的
経
天
夫
人
沈
蘭
冰
女
士
更
採
辨
好
了
一
天
的
糧
食�
好
幾
瓶
茅
台
。�
決
心
在
船
上

親
手
烹
調
来
款
待
我
們
。(

手
厚
い
も
て
な
し
の
経
天
夫
人
・
沈
蘭
冰
女
士
は
、
更
に
一
日

の
食
糧
と
何
本
か
の
茅
台
酒
を
も
用
意
し
て
く
れ
て
い
た
。
夫
人
は
舟
で
自
ら
腕
を
振
る
い
、

我
々
を
も
て
な
し
て
く
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。)

・
白
経
天
愛
唱
黒
頭�
時
不
時
要
突
然
来
幾
声

《

黒
風�》�
於
是
便
使
得
群
山
震
恐�
両
岸

都
発
出
回
響
。(

白
経
天

[

白
鵬
飛]

は
黒
頭

(�)

を
歌
う
の
が
好
き
で
、
時
々
急
に

｢

黒
風� (�)｣

を
歌
う
。
す
る
と
、
山
々
に
響
き
わ
た
り
、
両
岸
か
ら
こ
だ
ま
が
返
っ
て
く
る
の
で
あ
っ
た
。)

・
経
天
夫
人
的
烹
調
很
拿
手��
着
我
們
這
四
大
家
族�
都
是
饕
餮
大
家
而
兼
高
陽
酒
徒�
那

就
相
得
益
彰
了
。
盤
盤
必
須
掃
地�
缶
缶
必
須�
乾�
有
酒
便
酔�
無
話
不
談�
真
真
是
放

縦
地
過
了
那
麼
一
天
多
並
不
雅
的
粗
人
豪
致
。(

経
天
夫
人

[

沈
蘭
冰]

の
料
理
の
腕
前
は

な
か
な
か
の
も
の
だ
っ
た
が
、
我
々
四
家
族
は
大
食
い
で
大
酒
飲
み
な
の
で
、
ま
す
ま
す
腕

に
よ
り
を
か
け
た
。
皿
と
い
う
皿
、
缶
と
い
う
缶
は
す
べ
て
空
に
し
て
し
ま
い
、
酒
に
酔
い

し
れ
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
語
り
合
い
、
実
に
勝
手
気
ま
ま
に
一
日
あ
ま
り
を
過
ご
し

た
。
そ
れ
は
上
品
さ
に
欠
け
る
が
、
粗
野
で
豪
快
な
も
の
で
あ
っ
た
。)
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ま
い
、
手
元
に
は
何
も
残
っ
て
い
な
い
。
故
に
、
唯
一
の
資
料
が
頭
の
中
に
残
る
記
憶
で
あ
り
、
そ
れ
を
頼
り
に
し
た
。
そ
れ
は
ま
る

で
石
炭
の
採
掘
の
よ
う
で
、
何
日
も
か
か
っ
て
可
能
な
限
り
頭
の
中
か
ら
絞
り
出
し
た
。
し
か
し
、
石
炭
に
も
限
り
が
あ
り
、
そ
の
掘

り
出
し
た
も
の
も
多
く
が
た
だ
の
石
こ
ろ
で
あ
る
よ
う
に
、
十
分
で
は
な
い
。)｣

と
自
身
の
執
筆
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
い
る
。
以
上

の
こ
と
か
ら
、｢

洪
波
曲｣

の
当
該
部
分
を
書
き
上
げ
る
に
当
た
っ
て
、
か
つ
て
の
連
作

｢

舟
游
陽
朔
二
首｣

も
重
要
な
資
料
の
ひ
と

つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
本
章
の
前
半
で
比
較
し
た
よ
う
に
、
実
際
に
行
っ
た
漓
江
下
り
の
回
想
と
は
い
え
、
両
者
の
描

写
が
相
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
更
に
、｢

洪
波
曲｣

を
香
港

『

華
商
報』

副
刊

｢

茶
亭｣

に
発
表
し
た
一
九
四
八

年
は
、
彼
が
詩
軸
を
古
川
直
に
贈
っ
た
年
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
単
な
る
偶
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
注
意
す
べ
き
事
象
で
あ
る
。
で
は
、

な
ぜ
郭
沫
若
は
漓
江
下
り
を
詠
じ
た
詩
軸
を
古
川
直
に
贈
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
郭
沫
若
と
古
川
直
の
交
友
を
知
る
資
料
と
し
て
、
前
述

の
森
本
憲
治
の
エ
ッ
セ
ー
し
か
な
い
状
況
下
で
、
冒
険
的
な
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
筆
者
は
敢
え
て
こ
こ
に
い
く
つ
か

の
可
能
性
を
提
示
し
て
み
た
い
。

①

中
国
の
名
勝
と
し
て
、
桂
林
・
陽
朔
の
絶
景

(

漓
江
下
り)

は
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
詩
軸
の
贈
り
手

で
あ
る
古
川
直
を
意
識
し
て

｢
舟
游
陽
朔
二
首｣

其
二
を
贈
っ
た
。

②

｢

洪
波
曲｣

と
詩
軸
は
と
も
に
一
九
四
八
年
の
作
で
あ
る
が
、
当
時

｢

洪
波
曲｣

執
筆
中
の
郭
沫
若
の
脳
裏
に

｢

舟
游
陽
朔

二
首｣

其
二
が
深
く
焼
き
付
い
て
い
た
。

③

｢

舟
游
陽
朔
二
首｣

其
二
が
郭
沫
若
に
と
っ
て
、
こ
の
上
な
い
会
心
の
作
も
し
く
は
思
い
出
深
い
作
品
で
あ
っ
た

(�)

。

④

詩
軸
を
贈
っ
た
頃
、
郭
沫
若
一
家
と
古
川
直
一
家

(�)
も
同
様
の
川
下
り
旅
行

(

小
旅
行)

を
経
験
し
た
。
つ
ま
り
、
場
面
情
況

が
類
似
し
た
経
験
を
し
た
こ
と
か
ら
、
双
方
が
共
有
し
て
理
解
で
き
る

｢

舟
游
陽
朔
二
首｣

其
二
を
贈
っ
た
。

以
上
は
依
然
と
し
て
想
像
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
③
の
会
心
の
作
も
し
く
は
思
い
出
の
作
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
に
関
し

て
は
、
当
該
の
詩
が
前
述
の
よ
う
に

『

郭
沫
若
全
集』

文
学
編
第
二
巻
、『
潮
汐
集』

、『�
漓
行』

の
他
に
、『

光
明
日
報』

(

一
九
六

三
年
十
二
月
二
十
四
日)

に
も
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
想
像
に
難
く
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
漓
江
は
于
立
群
の
生
ま

れ
故
郷

(

広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
賀
県
桂
嶺
、
現
在
の
同
自
治
区
賀
州
市)

か
ら
も
近
い
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
て
、
桂
林
滞
在
中
彼

ら
は
岑
蘊
文

(

于
立
群
の
母
親)

や
于
立
修

(

于
立
群
の
妹)

と
も
面
会
し
て
い
る

(�)
。
つ
ま
り
、
一
九
三
八
年
の
桂
林
で
の
ひ
と
と
き

中
国
文
学
論
集

第
三
十
八
号

128
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�

は
同
居
生
活
を
始
め
た
ば
か
り
の
郭
沫
若
と
于
立
群

(�)

に
と
っ
て
格
別
な
思
い
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況
で
作
ら
れ
た

詩
も
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
作
品
で
あ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
更
に
、
④
の
古
川
直
一
家
と
の
小
旅
行
の
可
能
性
に
関
し
て
、

挙
行
さ
れ
た
と
す
れ
ば
そ
れ
は
一
九
四
六
年
夏
か
ら
一
九
四
八
年
初
夏
ま
で
の
間
で
、
そ
の
場
所
は
上
海
周
辺
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
両

者
が
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
一
九
四
六
年
五
月
の
上
海
で
あ
る
。
し
か
し
当
時
、
于
立
群
は
郭
平
英
を
身
籠
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

小
旅
行
に
行
け
る
と
す
れ
ば
、
出
産
後
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
行
き
先
を
上
海
と
し
た
の
は
、
一
九
四
〇
年
代
の
中
国
国
内
の
交
通

事
情
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

四

お
わ
り
に

人
々
を
結
ぶ
詩
軸

こ
こ
で
筆
者
の
解
釈

(

含
訓
読)
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

盈
盈
灘
水
碧
羅�
盈
盈
た
る
灘
水
は

碧
に
し
て
羅�き

ぬ
お
り
も
のの
ご
と
く
、

萬
轉
千
廻
盡
異
觀

万
転
千
廻
し
て
異
観
を
尽
く
せ
り
。

岸
上�
螺
雕
不
就

岸
上
の
青
螺
は

雕
も
て
就な

ら
ず
、

崖
頭
白
馬
畫
應
難

崖
頭
の
白
馬
は

画え
が

く
に
応
に
難
か
る
べ
し
。

停
舟
飽
食
江
魚
美

舟
を
停
め
て
飽
食
す
れ
ば

江
魚
美う

ま

し
、

試
彈
驚
飛
澤
鳥
寒

試
弾
す
れ
ば
驚
き
飛
び

沢
鳥

寒
し
。

對
酒
當
歌
慷
以
慨

酒
に
対む

か

ひ
て
当ま
さ

に
歌
ふ
べ
し

慷い
た

ん
で
以
て
慨な
げ

か
ん
、

一
篝
漁
火
夜
方
闌

一
篝
の
漁
火

夜

方ま
さ

に
闌

た
け
な
わな

り
。

ど
こ
ま
で
も
限
り
な
く
流
れ
る
漓
江
の
水
は
、
青
々
と
し
て
い
て
、
ま
る
で
絹
織
物
を
広
げ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し

て
、
あ
の
曲
が
り
く
ね
っ
た
形
状
こ
そ
が
、
こ
の
上
な
い
美
し
さ
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
川
岸
の
岩
石
は
自
然
の
奇
形
を
作

り
出
し
、
そ
れ
は
ど
ん
な
名
工
が
彫
っ
て
み
よ
う
と
も
真
似
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
岩
石
に
ぶ
ち
当
た
っ
て
生

ま
れ
る
白
馬
の
よ
う
な
水み

ず

飛
沫

し
ぶ
き

も
描
き
よ
う
の
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
あ
あ
、
何
と
美
し
い
こ
と
か
。
川
下
り
を
し
な
が
ら

九
州
大
学
所
蔵
の
郭
沫
若

｢

盈
盈
灘
水
碧
羅�｣
詩
軸
に
つ
い
て

129
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美
味

お

い

し
い
ご
馳
走
を
堪
能
し
た
。
と
り
わ
け
川
魚
は
美
味
だ
っ
た
。
ま
た
、
か
つ
て
武
漢
で
購
入
し
た
ピ
ス
ト
ル
を
発
砲
す

る
と
、
水
鳥
た
ち
は
一
目
散
に
飛
び
立
ち
、
岸
辺
に
は
一
羽
も
見
え
な
く
な
っ
た
。
更
に
、
漁
火
の
明
か
り
を
頼
り
に
、
茅

台
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
歌
を
楽
し
ん
だ
り
、
胸
の
う
ち
を
語
り
合
っ
た
り
も
し
た
。
漁
火
の
下
で
一
夜
を
過
ご
し
た
漓
江
の

絶
景
や
楽
し
か
っ
た
あ
の
ひ
と
と
き
は
い
つ
ま
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
よ
。

以
上
、
九
州
大
学
所
蔵
の
郭
沫
若
関
連
の
文
物
の
う
ち
、
詩
軸
に
焦
点
を
当
て
、
関
連
す
る
人
物
関
係
、
描
き
出
さ
れ
た
情
景
の
分

析
及
び
解
釈
を
可
能
な
限
り
試
み
た
。
そ
の
過
程
で
、
詩
軸
が
初
出
作
品
で
は
な
く

(『

沫
若
文
集』

や

『

郭
沫
若
全
集』

に
収
録
さ

れ
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
佚
作

(�)
で
は
な
く)

、｢

舟
游
陽
朔
二
首｣

其
二
に
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。｢

舟

游
陽
朔
二
首｣

其
二
に
描
か
れ
た
情
景
を
整
理
し
て
お
く
と
次
の
よ
う
に
な
る

(�)

。

・
日

時
…
一
九
三
八
年
十
二
月
十
七
日
〜
十
八
日
午
前
中

(

舟
中
で
夜
を
明
か
す)

・
場

所
…
漓
江

(

桂
林
〜
陽
朔)

・
参
加
者
…
郭
沫
若
、
于
立
群
、
杜
守
素
、
何
公
敢
、
白
鵬
飛
、
沈
蘭
冰
＋
各
家
族

(

？)

・
天

気
…
小
雨
、
冷
え
た
空
気

・
舟
内
で
の
様
子
…
漓
江
の
風
景
見
物
、
魚
釣
り
、
戯
れ
に
よ
る
発
砲
、
宴
会

(

茅
台
酒
、
沈
蘭
冰
の
手
料
理
、
白
鵬
飛
の
歌
、

夜
通
し
続
い
た
語
ら
い)

た
だ
、
郭
沫
若
が
古
川
直
に
詩
軸
を
贈
っ
た
際
に
、
数
あ
る
詩
の
中
で

｢

舟
游
陽
朔
二
首｣

其
二
を
選
択
し
た
理
由
は
、
現
時
点
で
は

依
然
と
し
て
不
明
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
も
筆
者
は
明
言
を
避
け
、
い
く
つ
か
の
可
能
性
を
提
示
す
る
に
留
め
た
が
、
と
ま
れ
こ
の

詩
軸
か
ら
郭
沫
若
と
古
川
直
、
も
し
く
は
両
家
族
の
交
友
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
点
は
従
来
、『

郭
沫
若
年
譜

一
八
九
二
―

一
九
七
八』

全
三
冊

(�)

に
も
記
載
が
な
く
、
郭
沫
若
研
究
者
に
も
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
新
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
年
譜
の

｢

記
載
漏
れ｣

と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
今
後
の
研
究
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
る
べ
き
新
た
な
課
題
で
あ
り
、
日
本
人
と
の
交
友
か
ら
郭
沫
若
の
文
学
活

動
及
び
行
動
を
考
察
す
る
こ
と
も
ま
た
有
益
な
方
法
と
言
え
る
。

ま
た
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
詩
軸
が
九
州
大
学
の
所
蔵
と
な
り
得
た
背
景
に
は
、
郭
沫
若
と
古
川
直
の
関
係

(

第
六
高
等
学
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校
及
び
九
州
帝
国
大
学
の
先
輩
・
後
輩
の
関
係
＝
縦
の
関
係)

の
み
な
ら
ず
、
古
川
直
と
森
本
憲
治
の
つ
な
が
り

(

九
州
帝
国
大
学
の

同
窓
生
＝
横
の
関
係)

も
大
き
く
作
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
旧
帝
国
大
学
時
代
の
同
窓
生
同
士
の
絆
を
垣
間
見
る
よ
う
で
あ
る
。

注
(

１)

郭
沫
若
は
一
九
一
八
年
九
月
、
九
州
帝
国
大
学
医
科
分
科
大
学
に
入
学
し
た
。
同
大
学
は
彼
が
在
学
中
で
あ
っ
た
一
九
一
九
年
四
月
に

九
州
帝
国
大
学
医
学
部
と
改
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
は
九
州
帝
国
大
学
医
学
部
卒
業
と
な
る
。
九
州
帝
国
大
学
時
代
の
彼
の
生
活
に

関
し
て
は
、
武
継
平
著

『
異
文
化
の
な
か
の
郭
沫
若

日
本
留
学
の
時
代

』
(

九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年)

に
詳
し
い
。

(

２)

①
②
③
の
三
点
は
一
九
五
五
年
に
郭
沫
若
が
訪
日
し
た
際
、
九
州
大
学
で
揮
毫
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
五
五
年
の
訪
日
に
関
し
て
、

劉
徳
有
著
、
顧
娟
敏
編
注

『
随
郭
沫
若
戦
後
訪
日

回
憶
与
紀
実』

(

遼
寧
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
年)

に
詳
し
い
。
な
お
、
同
書

の
邦
訳
と
し
て
、
村
山
孚
訳

『

郭
沫
若
・
日
本
の
旅』

(

サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
九
二
年)

が
あ
る
。
と
り
わ
け
墨
跡
・
扁
額

｢

福
地

万
間
広｣

に
関
し
て
、
瀬
尾
愛
三
郎

｢
郭
沫
若
先
生｣

(

九
州
大
学
医
学
部
同
窓
会
報

『

学
士
鍋』

第
一
三
号
、
一
九
七
五
年)

、
占
部
治

邦

｢

郭
沫
若
の
書｣

(『

九
大
学
報』

一
一
九
三
号
、
一
九
八
二
年)

に
紹
介
記
事
が
あ
り
、
拙
稿

｢

郭
沫
若
の
訪
日
と
福
岡
・
九
州
大
学｣

(『

九
州
中
国
学
会
報』

第
四
十
七
巻
、
二
〇
〇
九
年)

も
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

(

３)

こ
れ
も
一
九
五
五
年
の
訪
日
時
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
掲
三
点
と
は
異
な
り
恩
師
の
中
山
平
次
郎
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

拙
稿

｢

九
州
帝
国
大
学
留
学
生
の
郭
沫
若
が
見
た

『

千
代
の
松
原』｣

(『

中
国
文
学
論
集』

第
三
十
七
号
、
二
〇
〇
八
年)

参
照
。

(

４)

寄
贈
さ
れ
た
書
籍
名
等
に
関
し
て
は
、
前
掲
注

(

２)

拙
稿

｢
郭
沫
若
の
訪
日
と
福
岡
・
九
州
大
学｣

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

５)

劉
徳
有
著

『

時
光
之
旅

我
経
歴
的
中
日
関
係』

(

商
務
印
書
館
、
一
九
九
九
年)

八
二
八
〜
八
三
七
頁
を
参
照
。
同
書
の
邦
訳
と

し
て
、
王
雅
丹
訳

『

時
は
流
れ
て

日
中
関
係
秘
史
五
十
年』

上
下
二
冊

(

藤
原
書
店
、
二
〇
〇
二
年)

が
あ
る
。

(

６)

森
本
憲
治

｢

古
川
直
君

郭
沫
若
詩
軸
を
図
書
館
に
寄
贈｣

(『

学
士
鍋』
第
八
五
号
、
一
九
九
二
年)

に
紹
介
記
事
が
あ
る
。
筆
者
は

第
十
八
回
貴
重
文
物
講
習
会

(｢

一
九
五
五
年
郭
沫
若
の
九
大
訪
問
と
そ
の
軌
跡｣
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
医
学
分
館
、
二
〇
〇
九
年
三

月
十
三
日)

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
際
、
林
田
和
政
医
学
図
書
館
専
門
員
ら
の
ご
配
慮
で
こ
の
詩
軸
を
見
る
機
会
に
恵
ま
れ

九
州
大
学
所
蔵
の
郭
沫
若

｢

盈
盈
灘
水
碧
羅�｣
詩
軸
に
つ
い
て
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た
。
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

(
７)

顕
彰
碑
は
二
〇
〇
八
年
三
月
、
燦
燦
会

(

九
州
大
学
医
学
部
一
九
五
八
年
度
卒
業
生
有
志
、
代
表
世
話
人
杉
岡
洋
一
元
九
州
大
学
総
長)

に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
。

(

８)
前
掲
注

(

６)

、
森
本
憲
治

｢

古
川
直
君

郭
沫
若
詩
軸
を
図
書
館
に
寄
贈｣

中
の
翻
刻
は
、｢

美｣

を

｢

羹｣

に
誤
る
。

(

９)

成
都
市
図
書
館
編
印
、
一
九
八
〇
年
、
一
一
五
頁
。
な
お
、『�
漓
行』

は
未
見
。

(

10)

郭
沫
若
著
作
編
輯
出
版
委
員
会
編
、
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
二
年
、
四
〇
二
〜
四
〇
三
頁
。｢

舟
游
陽
朔
二
首｣

其
二

(

全
集)

は

｢

灘
水｣

を

｢
漓
水｣

に
作
る
。
以
下
、
本
稿
に
挙
げ
る
該
当
詩
歌
は

『

郭
沫
若
全
集』

に
拠
る
。

(

11)

前
掲
注

(

６)

、
森
本
憲
治

｢

古
川
直
君

郭
沫
若
詩
軸
を
図
書
館
に
寄
贈｣

。
上
海
篠
崎
医
院
は
一
九
〇
〇
年
に
篠
崎
都
香
佐

つ

か

さ

が
上
海

の
日
本
人
租
界
に
開
い
た
医
院
で
あ
る
。
篠
崎
都
香
佐
は
初
期
の
商
務
印
書
館

(

一
九
〇
三
〜
一
九
一
四)

の
日
本
人
投
資
者
の
一
人
で

も
あ
り
、
当
時
の
上
海
に
お
け
る
相
当
な
実
力
者
で
も
あ
る
。
樽
本
照
雄

｢

商
務
印
書
館
の
日
本
人
投
資
者｣

(『

清
末
小
説』

第
二
十
九

号
、
二
〇
〇
六
年)

を
参
照
。
ま
た
、
福
民
医
院
は
、
一
九
二
四
年
に
頓
宮
寛

と
ん
ぐ
う
ゆ
た
か
が
上
海
の
日
本
人
租
界
に
開
い
た
総
合
病
院
で
あ
り
、
許

広
平

(

一
八
九
八
〜
一
九
六
八
、
魯
迅
の
夫
人)

が
周
海
嬰
を
出
産
し
た
病
院
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
陳
祖
恩
著

『

尋
訪
東
洋
人

近

代
上
海
的
日
本
居
留
民

(

一
八
六
八
―
一
九
四
五)』

(

上
海
社
会
科
学
院
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年)

八
一
〜
八
四
頁
参
照
。

(

12)

一
九
九
二
年
一
月
七
日
、
古
川
直
が
森
本
憲
治
に
宛
て
た
書
簡

(

前
掲
注

(

６)

、
森
本
憲
治

｢

古
川
直
君

郭
沫
若
詩
軸
を
図
書
館
に

寄
贈｣

の
引
用
文
に
拠
る)

。
郭
沫
若
と
古
川
直
は
第
六
高
等
学
校

(

現

岡
山
大
学)

及
び
九
州
帝
国
大
学
の
先
輩
・
後
輩
の
関
係
で
、

両
者
の
卒
業
年
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
両
者
の
卒
業
年
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
在
学
時
に
岡
山
及
び
福
岡
で
は
面
識
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
内
山
完
造
と
中
国
人
、
当
時
の
在
上
海
日
本
人
と
の
交
流
に
関
し
て
は
、
周
国
偉
著

『

魯
迅
与
日
本
友
人』

(

上
海
書
店
出
版
社
、
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二
〇
〇
六
年)

、
太
田
尚
樹
著

『

伝
統
の
日
中
文
化
サ
ロ
ン

上
海
・
内
山
書
店』
(

平
凡
社
、
二
〇
〇
八
年)

等
に
詳
し
い
。
ま
た
、
古

川
直
が
書
簡
で
い
う

｢

奥
さ
ん
の
事｣

と
は
、
一
九
四
六
年
八
月
に
于
立
群
が
五
女
・
郭
平
英

(

現

北
京
・
郭
沫
若
記
念
館
館
長)

を

出
産
し
た
こ
と
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(

13)
一
九
九
二
年
一
月
三
十
日
、
古
川
直
が
森
本
憲
治
に
宛
て
た
書
簡

(

前
掲
注

(

６)

、
森
本
憲
治

｢

古
川
直
君

郭
沫
若
詩
軸
を
図
書
館

に
寄
贈｣
の
引
用
文
に
拠
る)

。

(

14)

郭
沫
若
と
交
友
が
あ
っ
た
日
本
人
の
う
ち
、
そ
の
代
表
的
な
人
物
は
田
中
慶
太
郎

(

一
八
八
〇
〜
一
九
五
一
、
文
求
堂
初
代
主
人)

で

あ
る
。
両
者
の
交
友
に
関
し
て
は
、
田
中
壮
吉
編

『

日
中
友
好
的
先
駆
者

｢

文
求
堂｣

主
人

田
中
慶
太
郎』

(

汎
極
東
物
産
株
式
会
社
、

一
九
八
七
年)

、
馬
良
春
・
伊
藤
虎
丸
主
編

『

郭
沫
若
致
文
求
堂
書
簡』

(

文
物
出
版
社
、
一
九
九
七
年)

等
に
詳
し
い
。
と
り
わ
け
、
後

者
の
両
者
の
書
簡
の
遣
り
取
り
に
関
し
て
は
、
伊
藤
虎
丸
、
陳
福
康
、
李
慶
国
各
氏
等
の
研
究
論
文
が
あ
る
。
一
方
、
田
中
慶
太
郎
以
外

の
人
物

(

例
え
ば
、
亡
命
時
代
の
郭
沫
若
と
交
友
の
あ
っ
た
そ
の
他
の
日
本
人)

に
関
す
る
研
究
は
、
管
見
の
限
り
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

(

15)

森
本
憲
治
は
九
州
帝
国
大
学
医
学
部
卒
業
後
、
や
や
あ
っ
て
福
岡
市
博
多
区
吉
塚
に
森
本
医
院
を
開
業
。
森
本
憲
治
は
す
で
に
他
界
し

て
お
り
、
現
在
は
息
子
の
丈
士
氏
が
同
医
院
を
継
い
で
い
る
。

(

16)

前
掲
注

(

12)

、
一
九
九
二
年
一
月
七
日
、
古
川
直
が
森
本
憲
治
に
宛
て
た
書
簡
。

(

17)

于
立
群

(

一
九
一
六
〜
一
九
七
九)

は
郭
沫
若
の
当
時
の
夫
人
。
杜
国
庠

(

一
八
八
九
〜
一
九
六
一
、
京
都
帝
国
大
学
卒
業)

、
何
公

敢

(

一
八
八
八
〜
一
九
七
七
、
東
京
帝
国
大
学
卒
業)
、
白
鵬
飛

(

一
八
八
九
〜
一
九
四
八
、
東
京
帝
国
大
学
卒
業)

は
、
と
も
に
日
本

の
旧
帝
国
大
学
の
卒
業
で
あ
る
。
郭
沫
若
と
彼
ら
の
日
本
留
学
期
間
は
一
部
重
な
る
が
、
日
本
に
お
け
る
彼
ら
の
交
友
に
関
し
て
は
、
ま

だ
十
分
に
明
ら
か
で
は
な
い
。
沈
蘭
冰
は
白
鵬
飛
夫
人
で
あ
る
。
な
お
、
桂
林
か
ら
陽
朔
ま
で
の
距
離
は
約
八
十
キ
ロ
。

(

18)

本
稿
に
引
用
す
る

｢

洪
波
曲｣

は
、『

沫
若
文
集』

第
九
巻

(
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
五
九
年)

に
拠
る
。
と
り
わ
け
、
桂
林
か
ら

陽
朔
に
向
か
う
様
子
に
関
し
て
は
、
第
十
六
章

｢

入
幽
谷｣

の

｢

舟
游
陽
朔｣

(

二
三
〇
〜
二
三
二
頁)

に
詳
し
い
。
な
お
、
同
書
の
邦

訳
と
し
て
、
岡
崎
俊
夫
訳

『

抗
日
戦
回
想
録』

(

中
央
公
論
社
、
一
九
五
九
年)

、
小
野
忍
・
丸
山
昇
訳

『

郭
沫
若
自
伝
６』

(

東
洋
文
庫

二
二
四
、
平
凡
社
、
一
九
七
三
年)

等
が
あ
り
、
適
宜
参
照
し
た
。

(

19)

田
螺

(

青
螺)

に
関
し
て
、
劉
禹
錫

｢

望
洞
庭｣

(『

劉
夢
得
文
集』

外
集
巻
八)
に

｢

遙
望
洞
庭
山
翠
小
、
白
銀
盤
裏
一�
螺

(

遥
か

九
州
大
学
所
蔵
の
郭
沫
若

｢

盈
盈
灘
水
碧
羅�｣
詩
軸
に
つ
い
て
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に
望
む

洞
庭
山
翠
の
小
な
る
を
、
白
銀
盤
裏
の

一
青
螺)｣

と
い
う
用
例
が
あ
る
。
ま
た
、
出
典
と
は
言
い
難
い
が
、｢

青
螺｣

と

｢

白

馬｣

を
対
句
で
用
い
た
用
例
に
、｢

似
説
怒
濤
仍
白
馬
○

○

、
還
看
遠
嶂
只�

○

螺○

。(

怒
涛

仍な

ほ
白
馬
の
ご
と
し
と
説い

ふ
が
似ご
と

く
、
還ま

た
遠
嶂

を
看
れ
ば

只
だ
青
螺
の
ご
と
し
。)｣

(

陳
恭

｢

呉
山｣

、『

甬
上
宋
元
詩
略』

巻
八)

が
あ
る
。

(

20)
曹
操

｢

短
歌
行｣

(『

文
選』

巻
二
十
七)

に

｢

對
酒
當
歌
、
人
生
幾
何
。
譬
如
朝
露
、
去
日
苦
多
。
慨
當
以
慷
、
憂
思
難
忘
。
何
以
解

憂
、
唯
有
杜
康
。(

酒
に
対む
か

へ
ば
当
に
歌
ふ
べ
し
、
人
生

幾
何
い
く
ば
く

ぞ
。
譬
へ
ば
朝
露
の
如
し
、
去
日
は
苦
は
な
は
だ
多
し
。
慨な
げ

い
て
当
に
以
て
慷い
た

む

べ
し
、
憂
思

忘
れ
難
し
。
何
を
以
て
か
憂
ひ
を
解
か
ん
、
唯
だ
杜
康
有
る
の
み
。)｣

と
あ
る
。

(

21)

漓
江
で
は
冬
で
も
鵜
飼
い
が
行
わ
れ
て
い
る
。
郭
沫
若
が
詩
中
で
い
う

｢

漁
火｣

と
は
、
漓
江
の
鵜
飼
い
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
前
の
句
で
い
う

｢
舟
を
停
め
て
飽
食
す

江
魚
美う
ま

し｣

も
鵜
飼
い
で
捕
れ
た
魚
を
指
す
か
も
し
れ
な
い
。

(

22)

京
劇
の
男
役

(

敵
役)
の
う
ち
、
顔
に
墨
を
塗
っ
た
も
の
。
沈
痛
悲
壮
な
歌
を
歌
う
。

(

23)

京
劇
の
題
目
で
、
北
宋
の
武
人
・
楊
業
に
取
材
し
た
も
の
。

(

24)

前
掲
注

(

18)

、『

沫
若
文
集』
第
九
巻
、
二
三
九
頁
。

(

25)

郭
沫
若
は
一
九
三
六
年
秋
、｢

銀
河
倒
瀉
自
天
來

(

七
言
絶
句)｣

を
色
紙
に
揮
毫
し
て
、
交
友
の
あ
っ
た
増
田
渉

(

一
九
〇
三
〜
一
九

七
七)

に
贈
っ
て
い
る

(

増
田
渉

｢

郭
沫
若

亡
命
前
後

｣
[『

中
国』

、
一
九
六
九
年
四
月])

。
こ
の
詩
の
初
出
は
傅
抱
石

｢

蒼

山
淵
深｣

(

一
九
三
五
年
、
東
京
で
の
作)

上
に
題
画
詩
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
郭
沫
若
は
会
心
の
作

(

思
い
出
の

作)

を
改
め
て
別
の
人
物
に
贈
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
蔡
震
北
京
・
郭
沫
若
記
念
館
副
館
長
兼
中
国
郭
沫
若
研
究
会
会

長
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
傅
抱
石
の
同
作
品
及
び
郭
沫
若
の
題
画
詩
は
、
郭
平
英
主
編

『

郭
沫
若
題
画
詩
存』

(

山
西
教
育
出

版
社
、
一
九
九
七
年)

に
あ
る
。

(

26)

当
時
の
郭
沫
若
一
家
の
構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

郭
沫
若
、
于
立
群
、
郭
漢
英

(

長
女
、
一
九
三
九
年
生)

、
郭
庶
英

(
次
女
、
一
九
四
〇
年
生)

、
郭
世
英

(

三
女
、
一
九
四
一
年
生)

、

郭
民
英

(

四
女
、
一
九
四
三
年
生)

、
郭
平
英

(

五
女
、
一
九
四
六
年
生)

一
方
、
古
川
直
一
家
の
構
成
は
、
古
川
直
、
は
る

(

妻)

、
マ
サ
コ

(

娘
、
一
九
四
〇
年
生
？)

、
詳
細
は
不
明
。

(

27)

前
掲
注

(

18)

、『

沫
若
文
集』

第
九
巻
、
二
二
九
頁
。
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(

28)

郭
沫
若
と
于
立
群
が
正
式
に
結
婚
し
た
の
は
一
九
三
九
年
五
月
で
あ
る
。

(
29)

郭
沫
若
の
場
合
、｢

全
集｣

編
纂
時
の
諸
事
情
に
よ
り
、｢

全
集｣

未
収
録
の
佚
作
が
多
く
存
在
す
る
。
詳
細
は
次
の
文
献
を
参
照
。

・
楼
適
夷

｢

関
於
編
輯
出
版
〈
郭
沫
若
全
集
〉
一
些
情
況
和
問
題｣
(『

郭
沫
若
研
究
専
刊』

第
二
輯
、
一
九
七
九
年)

・
徐
慶
全

｢

関
於�郭
沫
若
著
作
編
輯
委
員
会�
成
立
会
議
的
記
録｣
(『

中
華
読
書
報』

、
二
〇
〇
四
年
四
月
十
四
日)

・
魏
建

｢

関
於
郭
沫
若
文
学
佚
作
的
報
告｣

(�������������������������������
(����

)

編

『������������
���������������������������������������������������������������』

、
二
〇
〇
九
年)

ま
た
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
図
書
館

(

東
京
・
三
鷹
、(

財)

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
財
団)

の

｢

沫
若
文
庫｣

に
は
、
亡
命
中
の
郭

沫
若
に
よ
っ
て
揮
毫
さ
れ
た
多
く
の
詩
軸
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
文
庫
の
目
録
で
あ
る

(

財)

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
財
団
創

立
五
十
周
年
記
念
誌
編
纂
委
員
会
著

『

沫
若
文
庫
目
録

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
財
団
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
・
別
冊』

((

財)

ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
財
団
、
二
〇
〇
八
年)

が
発
行
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
詩
軸
は
未
収
録
。
そ
の
中
に
も

｢

佚
作｣

が
含
ま
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
更
に
、
近
年
日
本
に
残
存
す
る
郭
沫
若
の
書
に
関
す
る
報
告
が
相
次
い
で
い
る
が
、
紙
幅
の
都
合
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

(

30)
｢

舟
游
陽
朔
二
首｣

其
二
に
先
行
す
る
其
一
は
次
の
通
り
で
あ
り
、
前
者
同
様
に
漓
江
下
り
の
様
子
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

臨
流
扣
楫
且
高
歌
。

流
れ
に
臨
み
楫か
い

を
扣た
た

き
て

且し
ば

ら
く
高
歌
す
。

拔
地
群
山
奈
爾
何
。

地
は
群
山
を
抜
く
も

爾
を
奈
何
せ
ん
。

白
馬
嘶
風
奔
碧
落
、

白
馬

風
に
嘶
い
な
な
き
て

碧
落
に
奔は
し

り
、

�
螺
負
雨
圧
長
河
。

青
螺

雨
を
負
ひ
て

長
河
を
圧
す
。

茅
臺
斗
酒
奚
辭
醉
、

茅
台
の
斗
酒

奚な
ん

ぞ
酔
ふ
を
辞
さ
ん
、

宣
室
叢
談
不
厭
多
。

宣
室
叢
談

多
き
を
厭
は
ず
。

暫
把
烽
煙
遺
物
外
、

暫
く
烽
煙
を
遺
物
の
外
に
把と

る
、

此
游
我
足
傲
東
坡
。

此
の
游た
び

我

東
坡
を
傲
あ
な
ど
る
に
足
る
。

第
二
句
目
は

｢

力
拔
山
兮
氣
蓋
世
、
時
不
利
兮
騅
不
逝
。
騅
不
逝
可
奈
何
、
虞
兮
虞
兮
奈
若
何
。(

力
は
山
を
抜
き

気
は
世
を
蓋
ふ
、
時

利
あ
ら
ず

騅

逝
か
ず
。
騅
の
逝
か
ざ
る

奈
何
す
べ
き
、
虞
や

虞
や

若
な
ん
ぢ
を
奈
何
せ
ん
。)｣

(

項
羽

｢

垓
下
歌｣)

を
踏
ま
え
る
。

九
州
大
学
所
蔵
の
郭
沫
若

｢

盈
盈
灘
水
碧
羅�｣
詩
軸
に
つ
い
て
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(

31)�
継
民
・
方
仁
念
編
、
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
九
二
年
。

(

附
記)

本
稿
は
、｢��������������������������������������������������

(����
)｣
(

於

ア
メ
リ
カ
・������������

大
学
、
二
〇
〇
九
年
八
月
二
十
七
〜
二
十
八
日)

に
お
い
て
、｢

試
論

日
本
・
九
州
大
学
所
蔵
郭
沫
若
相
関
文
物

以
新
発
現
的
詩

軸

『
盈
盈
灘
水
碧
羅�』
為
中
心｣

と
題
し
て
口
頭
発
表

(

英
語
及
び
中
国
語)

し
た
原
稿
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｉ
Ｇ
Ｍ
Ａ

藤
田
梨
那
会
長
、
魏
啓
明
組
織
委
員
長
の
他
、
当
日
会
場
で
貴
重
な
意
見
を
頂
戴
し
た
諸
先
生
方
に
衷
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
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墨
跡
・
詩
軸

｢
盈
盈
灘
水
碧
羅�｣

(

軸
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
医
学
分
館
蔵)


